
 

令和５年度第１回 越前市行財政構造改革推進委員会 

  

日時：令和５年６月３０日（金） 

午後１時３０分～ 

場所：市役所３階 大会議室 

 

会 議 次 第 

 

１ 開会 

 

 

２ 協議事項 

（１）越前市行財政構造改革プログラムⅤ【Change & Challenge & Chance】 

実行計画令和４年度下半期進捗状況報告について・・・・（資料１） 

                      

   

（２）行財政システム改革プランの策定について   ・・・・（資料２） 

 

 

（３）その他        

 

 

３ 閉会 

  



越前市行財政構造改革プログラムⅤ
（Ｒ２～５年度）

令和５年６月３０日

行財政構造改革推進委員会

令和４年度進捗状況報告

資料１－１
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◆ 行財政構造改革プログラムⅤ「実行計画」に
係る令和４年度の取組状況

（市役所分63件、消防3件、清掃1件 計67件 統合・完了2件を除く）

【件数内訳】
Ｓ（100％以上）
Ａ（70 99％）
Ｂ（69％以下)
ー（評価のできないもの）

「Ｂ」目標より遅れ
１件（１.５％）

定量評価（数値目標があるもの）及び定性評価（数値目標がないもの）
により各実行計画の達成度を評価した。

「Ｓ」目標達成５２件
（７７.６％）

「Ａ」概ね目標通り
１１件（１６.４％）

「―」評価のできない
もの３件（４.５％）
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令和４年度の主要な成果

◎公共施設等総合管理計画における各個別計画の
策定と実行（進捗管理） 【Ｎｏ．１／財産管理課】

建物の取壊し及び地元移管を行い、延床面積の縮減を図ることが

できた。

令和４年度末削減面積 １６，４８９㎡

平成２９年度計画時総延床面積 ３５５，１７４㎡

【令和４年度の取組】

・武生西幼稚園 取壊し ６０１㎡

・行松会館（集会場） 地元移管 ２２６㎡
・武生西小学校プール更衣室 取壊し ８１㎡
・市営住宅佐山団地 一部解体 ２８㎡

削減面積計 ９３６㎡

削減率 ４．６４％

（ ４．５０％）R4末時点
目標値
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◎ふるさと納税の推進 【Ｎｏ．１０／ブランド戦略課】

市のふるさと納税の魅力を発信し、寄附金額の増加を図った。

・各サイトのチャンネル層にターゲットを絞ったWeb広告の活用
・返礼品の開発（オーディオテクニカ軟骨伝導ヘッドホン、海産物・

打刃物等のラインナップ拡充）や見直し

・ふるさと納税の委託業者による、ふるさと納税のＰＲと市の観光ＰＲ

を実施することで、市の魅力発信を強化した。

【令和４年度 寄附金額】

年間目標 ８億円

年間実績 ９億７，９９８万円
（令和３年度 ６億７，１４０万円）
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◎ ＵＩＪターンの促進 【Ｎｏ．２６／ブランド戦略課】

【令和４年度の成果】

移住初期支援の活用件数 ９件

移住イベントや相談件数 １５１件

移住支援による移住者数 ３１１人

○ 移住イベントに出展（オンライン１回、対面４回）

○ 電話やオンラインによる移住相談で、移住初期支援の活用をＰＲし、

移住に結びつけた。（相談９件、移住者１２名）

○ ウェブサイト「住もっさ！越前市」、「日経×woman」、「SMOUT」、
市ＨＰ、市広報紙等での移住情報の発信

○ ＵＩＪターンに取り組む市内団体と

定期的に情報交換をし、移住支援

制度の周知を図った。

移住フェア（大阪）
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◎ マイナンバーカードの普及促進

【Ｎｏ．６３／窓口サービス課】

○ 市マイナンバーカード普及促進本部を立ち上げ、全庁体制で

市内事業所に出向き、現役世代の取得促進に取り組んだ。

○ マイナカーによる出張申請サポートを実施

市内ショッピングセンター、公民館、市内高校等へ出向

○申請サポートの充実

・ マイナポイント設定支援員の増員

・ 期日前投票期間の夜間延長を実施

令和４年度末の申請率 ８５．９％

令和４年度申請件数 ２９，３４２件

令和３年度申請件数 １２，０９１件

マイナカー
（マイナンバーカード申請サポート専用車）
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7

Ｂ評価の項目（１件）について
課題と今後の対応

【ＮＯ．６】遊休土地、普通財産の処分と有効活用

〇 令和４年度の成果
・旧花筐保育園及び粟田部体育館跡地 売却額 ４０，８００千円
・たんぽぽ保育園跡地 売却額 １６，３９４千円
・四郎丸町１区画 売却額 ３，６５０千円
・法定外公共物等売却累計件数１８件 売却額 １０，６５２千円

財産収入額計 ７１，４９６千円

〇 課題と今後の対応
・普通財産の新規売却可能物件の洗い出しと、その他申込みがなかった
物件については、結果を踏まえ、価格の見直しを行うなど、公募要件
等を精査し、公有地売却の推進を図る。
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【参考】◆行財政構造改革プログラムⅤ
数値目標達成状況（Ｒ２ Ｒ５）

項目 ＰⅤ 目標値
Ｒ２～５

Ｒ４
実績

Ｒ３
実績

職 員 数
令和５年度末に
６００人以下を維持

５９０人
（Ｒ5.4.1）

５７９人
（Ｒ4.4.1）

経常収支比率 （９５．０％以内） ９月公表 ９０．０％

実質公債費比率 （１５．０％以内） ９月公表 １０．２％

将来負担比率 （１５０．０％以内） ９月公表 １１８．１％

財政調整基金
残高

（１０億円以上） ２３．１０億円 ２７．９７億円
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令和５年６月３０日

1

令和５年度第１回
越前市行財政構造改革推進委員会

市行財政システム改革プランの策定について

資料２

市行財政システム改革プランの策定について

ＳＤＧｓ

職員体制の若返り

ＩＣＴ

自然災害の多発・激甚化

脱炭素化人口減少社会

市を取り巻く現状・新たな流れ

働き方改革

市行財政システム改革プラン策定
（計画期間：R6 8年度）

★策定のポイント★

既存の風土・プロセスの改革（行財政のシステム改革）を目指す
2



本市組織の構造的課題

3

低い政策提案力
・生産性

長期休職者（育休、病休）
や離職者の増加

職員に余裕がない

チャレンジしづらい組織風土

増え続ける事業・業務

明確な政策ビジョンを持つ
職員の不足

職員のモチベーション低下等
による業務改善の遅れ

職員体制の急激な若返りに
よる組織力の低下

悪循環

長年見直されない
複雑な内部ルール

主な組織的背景

目指すべき組織

4

高い政策提案力
・生産性

病休者や離職者の減少

職員の意欲が高い

チャレンジしたくなる組織風土

定期的な事業の棚卸しと
メリハリのある事業・業務

組織目標の職員全体への
浸透、政策ビジョンの共有

職員のモチベーション向上
による業務改善の加速

職員がどんどん育つ
人材育成体制

好循環

簡潔で業務が進めやすい
内部ルール

目指すべき組織的背景



策定の方向性
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プランによって目指す越前市の姿

活気ある市役所 持続可能な越前市

「市民の笑顔」 「職員の笑顔」 「未来の笑顔」

【市民サービス改革】 【市役所風土改革】 【財政改革】

「量」の改革から「質」の改革へと転換し、「笑顔」を増やす

策定の方向性
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プランによって目指す越前市の姿

活気ある市役所

持続可能な越前市

市政新デザイン

「市民の笑顔」

「職員の笑顔」

「未来の笑顔」

市
民
・職
員
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
の
向
上

【市民サービス改革】

【市役所風土改革】

【財政改革】

幸福実感市政の推進

経営的な行財政

堅実な財政運営と併せ、国・県との連携や民間
活力の活用など創意工夫し、新たな財源の確保
や効率的な自治体経営、事業等の最適化など
により財政基盤を強化

市民のウェルビーイング（幸福実感）の向上を目
指し、市民目線で業務設計（優しく、楽な手続・
施策）する市民本位の行政運営を推進

前例に捉われず、行政DXの推進、不要なルー
ルの排除、臨機応変な政策形成などにより生産
性を向上

チャレンジ促進・ほめる文化づくり、職員研修の
充実・強化などにより人財が集まる、育つ風土を
醸成

人財集まる、育つ風土づくり

真の現場主義 真の成果主義 真の行政改革



幸福実感市政の推進
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・市が提供したいサービスではなく、市民のウェルビーイング（幸福実感）が
どうすれば向上するか、市民が望むサービスが何か、市民目線で業務を
考える、市民本位の意識を職員に浸透させ、市民サービスの向上を図っ
ていきます。

分類 施策の例

楽な市役所 ・ICTの活用により窓口手続をもっと簡単に
・オンライン申請、キャッシュレス決済により、いつ
でも・どこでも窓口
・情報公開手続によらない簡易な情報提供制度

優しい市役所 ・市広報をさらに見やすく
・市民あて通知文について書き方を改善、お役所
言葉をなくす

気持ちの良い市役所 ・気持ちの良いあいさつで市民をお迎え

市民目線思考の定着 ・クレド（職員の行動指針）を作成・継続的に活用し、
市民目線での思考を職員に定着させる

【想定される施策の一例】

市政新デザイン
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・前例に捉われず、デジタル技術の活用や不要ルールの排除、臨機応変な
政策形成などにより、効率的で速やかに行政課題に取り組める組織へと
変化させ、市民サービスの向上及び職員の意欲の向上を図っていきます。

分類 施策の例

行政DXの推進 ・ChatGPTなどのデジタル化技術を活用し、業務
を効率化
・Microsoft365を活用し、業務を効率化

不要ルールの排除 ・内部ルールの定期的な棚卸し
・庁内での分権改革
・障害となる制度の国・県への見直し提案
・業務における前例踏襲意識の排除

臨機応変な政策形成
（アジャイル型政策形成）

・トライ＆エラーを認める風土づくり
・モデル事業などを活用した、小さく始めて大きく
育てる政策形成

市民参加を高める取組 ・DX技術の活用や実施手続の見直しによる市政
への市民参加の向上

【想定される施策の一例】



人財集まる、育つ風土づくり
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・新しい取組やスキルアップなどへの職員のチャレンジを促進し、その頑
張りをほめる・認める文化をつくるとともに、職員採用・職員研修の充
実・強化などを通じて、人財が集まる、育つ風土を醸成することで、職員
の意欲・能力の向上と職場の活性化を図っていきます。

分類 施策の例

チャレンジ促進
・ほめる文化づくり

・グッドジョブ賞、公募による異動などを活用し、
職員のチャレンジを促進
・トライ＆エラーを認める風土づくり【再掲】

職員採用の強化 ・受験しやすい採用試験の実施
・大学等への働きかけを強化

職員研修の充実・強化 ・情報発信や政策提案力を向上させる研修などの
実施
・OJTでの教え方研修の実施

【想定される施策の一例】

経営的な行財政
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・堅実な財政運営に努めつつ、国・県との連携や民間活力の活用など創
意工夫し、新たな財源の確保や効率的な自治体経営、事業等の最適化
を進めることで、市の財政基盤を強化し、持続可能なまちにしていきます。

分類 施策の例

財政運営の健全化 ・将来を見通した計画的な財政運営による、歳出
の抑制と歳入の確保の推進

新たな財源づくり ・国・県事業と連携し、交付金等を積極的に獲得
・ふるさと納税の強化（新幹線開業効果、大河ドラ
マ効果等を生かし、PRを強化）

効率的な自治体経営 ・民間活力を生かし、施設の設置・管理のあり方を
見直し

事業の最適化 ・アウトカムを意識したメリハリのある事業設計
・事業のスクラップ強化

施設の最適化 ・公共施設の長寿命化・最適配置によるコストの削
減・平準化

【想定される施策の一例】



本プランの位置づけ
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行財政構造改革
プログラムⅠ Ⅴ

R9年度以降の計画

行財政システム改革
プラン

R

R

H18

【今回の新プランが目指すもの】
・現状～将来の課題を見据え、
新たな視点に立ったはじめの一歩
・将来の計画のための土づくり・種まき

行財政構造改革
推進委員会

・学識経験者
・市内企業・団体

市
議
会

企画会議等

【構成】
企画財政課
デジタル政策課
人事・法制課
その他関係各課（項目に
応じて）

【実施項目】
・関係課で構成、素案等作成
・課題の抽出・検討
・職員意見の募集 ほか

ワーキンググループ会議

市

民

報告
委員会
全協等

意見

意見

意見募集
パブリック・
コメント等

報告・相談
諮問

意見等
答申

行革プラン策定体制
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【事務局】人事・法制課
各種調整、取りまとめ

DX推進本部課題共有
・連携

庁内調整
意見反映



今後の行革プラン策定スケジュール

令和５年８月(8/7) 第２回行革推進委員会（骨子案）
１１月 第３回行革推進委員会（計画案）
１２月 パブリック・コメント（意見募集）

令和６年１月 第４回行革推進委員会（計画案・実行計画案）
２月
３月 計画決定（計画・実行計画）

※庁内策定体制として、ワーキンググループ会議を随時開催

※議会に随時説明（全員説明会、議員説明会、委員会等）
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